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	応用
	抗原情報
	背景
	マンナン結合レクチンセリンペプチダーゼ2（MASP2）ホモサピエンス この遺伝子は、セリンプロテアーゼのペプチダーゼS1ファミリーのメンバーをコードしています。コードされているプレプロタンパク質はタンパク質分解によってA鎖とB鎖が生成され、これらはヘテロ二量体となって成熟プロテアーゼを形成します。このプロテアーゼは補体系のレクチン経路において補体成分C2とC4を切断し、C3コンバターゼを生成します。コードされているプロテアーゼは、プロトロンビンを切断してトロンビンを形成することで、凝固カスケードにおいても役割を果たしています。心筋梗塞および急性脳卒中患者では、コードされているタンパク質の血清濃度が低下します。選択的スプライシングによって複数の転写産物バリアントが生じ、そのうち少なくとも1つはタンパク質分解によってプロセッシングされるアイソフォームをコードしています。 [RefSeq提供、2016年2月],触媒活性：補体成分C2のArg-223（-Ser-Leu-Gly-Arg-|-Lys-Ile-Gln-Ile）および補体成分C4のArg-76（-Gly-Leu-Gln-Arg-|-Ala-Leu-Glu-Ile）の後ろを選択的に切断する。,疾患：MASP2の遺伝的変異は、MASP2欠損症[MIM:605102]の原因である。これは、感染症に対する感受性および免疫疾患の発症と関連している。,機能：マンノース結合レクチンを介して補体系の活性化に重要な役割を果たす血清プロテアーゼ。自己触媒的切断による活性化の後、C2 と C4 を切断し、それらの活性化と C3 コンバターゼの形成につながります。,その他:二量体化と MBL2 結合にはカルシウムイオンが必要です。,オンライン情報:MASP2 変異 db,PTM:Arg-444 後の切断によって活性化されます。切断されていないチモーゲンは合成基質に対して不活性であるが、自己触媒的切断を引き起こすのに十分な活性を有する。,PTM：鉄および2-オキソグルタル酸依存性のアスパラギン酸およびアスパラギンの3位水酸化は、EGFドメイン内で（R）立体特異的である。,類似性：ペプチダーゼS1ファミリーに属する。,類似性：EGF様ドメインを1つ含む。,類似性：ペプチダーゼS1ドメインを1つ含む。,類似性：CUBドメインを2つ含む。,類似性：Sushi（CCP/SCR）ドメインを2つ含む。,サブユニット：ホモ二量体；ジスルフィド結合。MBL2に結合。アイソフォーム2はMASP1に結合。SERPING1に結合。,組織特異性：血漿。,
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	MASP2抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはMASP2ペプチドでブロッキングされている。
	

	MASP2 抗体を使用した HT-29 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	MASP-2ポリクローナル抗体を用いたK562細胞のウェスタンブロット解析

